
                            

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信 №４ 

 

 

創り出す子 

思いやる子 

きたえる子 

【学校教育目標】 

令和６年７月２３日（火） 

～【重点目標】進んで挑戦し力を合わせてやり遂げる子の育成～ 

    

チャイムの鳴らない３３日間 
校長 佐藤 美鶴 

本日（２３日）で、1 学期が終了です。１学期は、入学式、運動会、遠足、宿泊研修、修学

旅行など、大きな行事がありました。１学期間、お子様の健やかな成長を支えてくださった保

護者の皆様、子供たちの安全や成長を見守ってくださった地域の皆様、本校の教育に御理解・

御協力くださり、ありがとうございました。 

 

さて、江戸時代の儒学者である新井白石の「一粒の米」というお話をご存じでしょうか。 

新井白石が子供の頃に、親から教えられたお話です。 

 

米びつから一粒の米を、取っても、入れても、米の量は変わらない。同じように、一日 

勉強したからといって、利口になるわけでもない。一日怠けたからといって、愚かにある 

わけでもない。しかし、１年、２年と続けていれば、必ず変化が見えてくる。 

 

 という内容です。 

明日から、チャイムの鳴らない 3３日間の夏休みが始まります。「一粒の米」のお話のよう

に、一日一日を大切に、規則的な生活・学習ができますように、御支援をよろしくお願いいた

します。夏休みの経験が、２学期からの学校生活をさらに充実させる原動力になります。 

 

夏休みは、残念ながら、子供に関わる事件や事故が全国で発生します。海や山の事故、交通

事故、熱中症、不審者、ネットトラブルなどです。特に、日常と異なる環境にあるときは注意

が必要です。学校でも、夏休みの安全な過ごし方について十分に指導しておりますが、健康で

安全な３３日間となりますよう、御家庭でも十分に御指導をいただけますようお願いいたしま

す。 

また、地域の皆様も、地域の宝である子供たちを守ってくださいますよう、御指導と御協力

をお願い申し上げます。 

 

夏休みは、「か・き・く・け・こ」で過ごしましょう！ 
 

か 考(かんが)えて こうどうします 

き きけんを かんじたら、大声(おおごえ)で、たすけをよんで にげます 

く 車(くるま)に 気(き)をつけて、「止まれ」で とまります 

け けんこうに 気をつけて「早(はや)ね・早おき・朝ごはん」 

こ こまったときは、大人(おとな)に 相談(そうだん)します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日 曜 行   事 

１ 木 夏期休業（～２５日） 

２ 金  

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水 
プール開放（最終） 

15:00-15:50 

８ 木  

９ 金  

10 土  

11 日 山の日 

12 月 振替休日 

13 火 学校閉庁日 

14 水 学校閉庁日 

15 木 
諸費振替日 
学校閉庁日 

16 金 学校閉庁日 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火  

21 水  

22 木  

23 金  

24 土  

25 日  

26 月 
始業式 あおぞら日課 
４時間授業 給食なし 

  

27 火    

28 水 あおぞら日課   

29 木    

30 金 クラブ   

31 土    

 

 

８月の主な予定 宿泊研修（５年生） 

８月の生活目標 

自分から先にあいさつしよう 

交通安全旗の波運動 

 7 月 18 日(木)に 1 年生と、地域の皆様で、交通

安全旗の波運動を行いました。まずは体育館で、交

通安全教室が行われ、横断歩道の正しい渡り方など

を学びました。その後、国道に出て、黄色い旗を振

りながら、自動車やバイクの運転手に安全運転を呼

び掛けました。 

 暑い中ですが、20 名近い地域の方や、神楽岡保

育園の年長さんも参加しました。 

６月２５日～２６日の２日間、５年生はネイパル

深川での宿泊研修を実施しました。ニュースポーツ、

木のキーホルダー制作、ウォークラリー、ベッドメー

キングなど、様々な体験活動を通して、協力し合う態

度、助け合う心が育ちました。また、仲間との宿泊を

通してたくさんの思い出ができたようです。 


